
◇大学祭 にお ける栄養 アセス メ ン ト・栄養相談

実 施 日 時:平 成21年11月1日 　10:00～16:00(大 学祭期間)

実 施 場 所:京 都女子大学C校 舎3階(C301、 　C310、　C312)

主　　　催:京 都女子大学栄養 ク リニ ック、食物栄養学科

後 援:社 団法人全国栄養士養成施設協会

実施責任者:田 中清、米浪直子

実施分担者:中 山玲子、宮崎 由子、木戸詔子、高 岡宏子、小川蓉子

[目　　 的]

　健康維持 や疾病予 防への積極 的啓発活動 の一環 と して、地域住民 および本学卒業生、大学生、

高校生 を対象 に、栄養状態 の評価(栄 養 アセス メン ト)を 行 うことを 目的 とす る。食習慣 を中

心 とす る生活習慣全体 について考 え る契機 とな るように、希望者 には栄養 アセスメ ン トのデー

タお よび食事 や運動 な どの生 活習慣 の聞 き取 りか ら栄養 相談を行 う。 また、高齢者 の多 い京都

市東 山区の活性化 な どに貢献 で きるように栄養 ク リニ ックの活動 を紹 介す る。 さらには、病 院

や社会 福祉施設 な どの管理 栄養士 を 目指す大 学3、4回 生が参加 して栄養 アセス メン トの補助

を行 うことによ り、実践力を身 につ けた専 門職 業人の育成 に役立て る。

[実施 内容]

1.身 長 ・体重の計測

① 身長 と体重 を計測 し、算 出式 に よ りBMIと 理

　 想体重 を求 め、数値 の意味 とともに算 出方法 につ

　 いて も詳 しく説 明を行 った。

② 各 自の体重管理 につ いてア ドバ イスを行 った。

③ 肥満 や低体重 な どで悩 まれてい る方 には、運動

　 や食事 の とり方 についてア ドバ イスを行 った。 身長 ・体重測定

2.体 組成 の分析

① 多周波 のイ ンピー ダ ンス法 を原理 とす る精度 の

　 高 い専 門機 器で あるInBodyを 使用 して、 体脂肪

　 率 お よび筋 肉量 を求 め、測定値の意味が分か るよ

　　うに説 明を行 った。

② 体脂肪率が基準値 よ りも高 く、栄養相談 を希望

　　され る方 には、 その背景 因子 を探 り、生活習慣 の

　 改善 目標 を見つ けて支援 した。 体組成の分析
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③ 　痩 せの女性 で も筋 肉量 が少 な く体脂肪 が多 い場合 は、誤 ったダイエ ッ トの危険性や正 し

　 い食事 の とり方 と運動 の重要性 について説 明を行 った。

3.血 圧測定

① 自動血圧計 を使用 して、各 自拡張期血圧 と収縮

　 期血圧 を測定 して もらった。

② 正常血圧、正常高値血圧、Ⅰ 度高血圧、Ⅱ 度高

　 血圧、 皿度高血圧 な どの判定基準 を示 しなが ら測

　 定結 果の説 明を行 った。

③ 血圧 は 日内変動 が大 き く個人 の生 活パ ター ンに

　　よ るため、1回 のみの結果 だけで は断定 はできな

　　いが、高血圧 の領域 に相 当す る方 には、減塩 や体

　 重管理 のための食事 コン トロールお よび運動 の必

　 要性 について説 明を行 った。

血圧測定

4.握 力測定

① 握力計 によ り、各 自左右 それぞれの握力 を測定 して もらった。

② 測定結果 を性別、年齢別 の基準値 を用 いて分 か りやす く説 明を行 った。

5.運 動 中のエネルギー消費量 の測定 　 　　 　　 　　 　　 　　勺

①5分 間のエア ロバイ クに よる運動 時のエネルギー消費量 を測定 した。

② 運動量 と消費 エネルギーの関係 を説 明 し、運動習慣 を見直す き っかけ とな るよ うに支援

　　した。

③ 食 べ物 のカ ロ リー(エ ネルギー)に ついて、 フー ドモデルを使用 して説 明を行 った。

6.骨 密度の測定

① 裸足 に超音波を当て、踵骨の骨密度を測定した。

② 判定結果について加齢、運動や食習慣を含む生

　 活習慣との関連について説明を行った。

7.簡 易貧血検査

① シス メ ックスのASTRIM　 SUを 使 用 した近 赤

　 外分 光画像計測法 に よ り、 ヘモ グロ ビン量の測定

　　を行 って貧血検査 を実施 した。

骨密度の測定

② 採血 せず に迅速 な測定 がで きるので、貧血の疑 いが あるか どうかの検査結果 につ いてす

　 ぐに説 明 し、鉄分 の多い食品な どの紹介 を行 った。
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8.栄 養相談

① 栄養アセスメントの結果に関する説明から健康

　　を維持増進するための食生活のアドバイスまで、

　 個人相談の形式で栄養相談を実施した。

②　減量、貧血、拒食症やメタボ対策、糖尿病など

　　の生活習慣病の栄養相談を目的に訪れた方には、

　 個々の問題解決のための情報提供や支援を行 っ

　　た。

栄養相談

9.栄 養 ク リニ ックの活動紹介

① 平成20年7月 にオ ープ ンした栄養 ク リニ ックの

　　開設 目的、地域住民 の子育 てか ら高齢者 までの食

　 生活 の支援、生活習慣病対策講座 ・料理教室、季

　　節 の食卓 を演出す るフー ドコーデ ィネー ト、病 院

　　や介護福祉施設 の管理栄養士 な どを対象 とす る研

　　究会、卒業生 を対象 とす る生涯学 習、 附属小学校

　　の ランチ提供 と食育 な ど、 これまで に実施 した事

　　業 内容についてのパネル媒体 を掲示 して紹介を行 っ

　　た。

② 今 後の行事 内容 についての案 内を行 った。

展 示

[成　 　果]

　参加者 は345名(男 性82名 、女性263名)で 、10歳 代か ら70歳 代 までの地域住 民、本学卒業生、

大 学生、高校生 な どの参加 があ り、20歳 代が40.6%を 占めていた。雨天 のために参加人数 は昨

年 に比べて減少 した ものの、栄養相談 の件数 は増加 した。全国栄養士養 成施設協会 か らの援助

金 によ り測定 に必要な消耗品を準備 し、大学 か らの支援金 によ り3、4回 生の アルバイ ター15

名を各種機器 の測定補助 と して参加 させ る ことがで きた。3つ の実習室を使用 して、受 付係、

誘導係、各種測定機器 の測定係 を適切 に配置 し、栄養相談 につ いては栄養 ク リニ ックの スタ ッ

フが担 当 したので、参加者 には十分 な情報提供 および支援 ができた。特 に、骨密度測定 には毎

年希望者が多 く、1人 当た りの測定時 間 もかか るので、 関連企業 の協力 を得て測定 を行 うこと

が できた。

　 参加者 か らは、体脂肪 を減 らす ための相談 が多 く、食事量 や栄養バ ラ ンス、 さ らには調理方

法 な どにつ いて質 問があ った。 また、 日頃運動不足 であ ることを感 じてい る人 も多 く、運動す

る機会 がないだ けで運動 したい とい う気 持 ちを持 つ人 が多 く見 られた。 エア ロバ イ クによる運

動 が どの くらいのエネルギーを消 費す るのか測定す ると、 頑張 って漕いだ割 にはエネル ギー消

費量 が少 な く、一方 でお菓子 や揚 げ物 な どはエネルギーがかな り高い ことに驚 かれていた。女
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子学生の参加も多く、大半はダイエットの相談であったが、骨密度の測定や貧血検査も人気が

あった。高齢者や中高年は特に骨密度の測定を希望される方が多く、測定結果の説明を聞けて

よかったとの感想が多かった。また、高血圧やコレステロール値が高い方からの相談があり、

来年も実施して欲しいなどの要望があった。今年は貧血検査をされた方が予想以上に多く、そ

の中で13%の 方が貧血の疑いがあったが、大半の方が基準値の範囲内であり、安心されていた。

単身者の栄養相談では、食生活の乱れを意識して、外食、コンビニの上手な利用方法、簡単クッ

キングなど具体的な解決方法を求めるような相談が多かったので、個々人の生活スタイルを考

慮した支援を行った。全体としては、客観的に自分の栄養状態や健康状態を知ることができ、

各自の生活習慣を見直す契機となったとの意見が多かった。

　このように大学祭の期間に栄養アセスメントおよび栄養相談を実施することで、学生だけで

はなく地域の大勢の方が気軽に参加 して頂けたので、地域住民の健康増進や食育の普及啓発に

も寄与できたと考えている。さらには、管理栄養士を目指す学生にとっては栄養教育の トレー

ニングの場になり、勉学意識の向上とともに実践力を身に付けるのに役立った。次年度以降も

継続的な支援ができるように、参加者には参加証や健康手帳の発行、データの電子化などの検

討が必要である。また、栄養アセスメントの結果を整理して、市民の健康推進のための啓発活

動に生かせるようにすることも課題である。さらには、日常の食生活についての自己管理がで

きるようにきめ細やかな栄養相談や食育を実施するには、食事バランスガイ ドや食事記録票な

どを利用した媒体の工夫も望まれる。

　本事業は今年で4年 目を迎え、地域に開かれた大学としての役割を果たすだけでなく、栄養

クリニックおよび食物栄養学科における教育の特徴や研究成果を具体的に示す広報活動の場と

して、さらには管理栄養士を目指す学生の実践力向上の場としてますます重要とされ、今後も

引き続き実施していく予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (米浪直子)
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